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福島原発事故の災害情報と科学知識
－科学リテラシ－

主に4月11日までの情報

2011年10月21日会場A503教室

北星学園大学経済学部経営情報学科

片山 敏之
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１. 自己紹介

• 学歴・職歴
• 某理学部物理学科、大学院理学研究科博士課程修了、
オーバードクター(OD)、Post Doctoral Fellow(PDF)

• 学位：理学博士（原子核物理学）:1980年度

• 在外でPDF(助手) :1982/1～85/4、本学:1987/4～

• 専門分野
• 原子核物理学(理論、核力と軽い原子核の構造、反応)

• 学術情報システム（核反応データベースの構築）
– 1980年度から

• 情報処理教育、情報システム教育
– 1987年度から
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IAEA・核反応データセンター
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http://www-nds.iaea.or.at/
専門分野：核反応データベースの構築

北大・原子核反応データ研究開発センタ－
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http://www.jcprg.org/

•1975/10にNRDC
に参加
•科研費等で運営
•2007/4に現在の
センターに

専門分野：現在の活動拠点

２. 話の動機

• 2011年度

• 講義「経営情報学Ⅰ」第1回（4/11 月Ⅲ）
– 1年次・約90名

• 「データベース論」第1回（ 月Ⅳ）
– 3年次・約20名

• 北星・原発を考える会
– 呼びかけの集まりに出る （7/14木昼休み）
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確かな情報、データの読み方
－福島原発震災－

貴方は故郷を経営・管理 でき
るか(managementの分野) 

2011年3月12、14日水素爆発

経営情報学Ⅰ（2011年4月11日）

片山 敏之
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質問

名前と学籍番号

1. 平常時、大気中放射線量は？
– 国内平均、または世界平均で答える

A) 1時間当たりの値

B) 1年間の積算量の値

2. 人への影響を考慮した放射線量の単位
は？

3. 放射線の正体は？
• 大気中で、または地表から被曝するという
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自分が信頼できる情報源・科学者を持つ

– 物理学会、原子力学会、地震学会

– サイエンスメディアセンター(SMC)

– 東大・早野龍五氏ら（原子核実験物理）のブログ・
Twitter

– 阪大核物理研究センター(RCNP)の谷畑勇夫氏ら<支援活
動>＋東大原子核科学研究センター長(CNS)大塚孝治氏

– 4/14 新聞報道

– フランスIRSN(L‘Institut de Radioprotection et de 
Sûreté Nucléaire (放射線防御・原子力安全研)

• 3/22時点での放出された放射性核の推定総量はチェ
ルノブイリ事故の約10%相当と推定
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http://smc-japan.org/

http://nucl.phys.s.u-tokyo.ac.jp/hayano/jp/

http://www.rcnp.osaka-u.ac.jp/jp/topics/

http://www.irsn.fr/EN/news/Pages/201103_seism-in-japan.aspx

科学者の提言

• 石橋克彦
– （神戸大学名誉教授、地震学）

• 元、原子力安全委員会・委員

• 「原発震災－破滅を避けるために」
• １９９７年の論文に、ほとんど今回のことが書いてある。

• 2005年2月衆議院予算委員会公聴会に招聘

• 技術的防災から、国土政策・社会経済システムの根本
的変革へ
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http://historical.seismology.jp/ishibashi/opin
ion/2011touhoku.html

感想・結び

• 各地・各界の活動

– 放射線に関する基礎知識（九州大学工学研究院
エネルギー量子工学）

– 全国環境放射線モニタリング（放射線・原子力教
育関係者有志）

– 原子核理論・実験の学会・研究会

• 福島の土壌汚染マップ作製プロジェクト

• 文部科学省を動かす⇒自治体、大学に協力要請

• 自ら判断できるように学ぼう
– 知識の体系化
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http://www.qpn.kyushu-u.ac.jp/message/

http://www.geocities.jp/environmental_radiation/

原子力基本法(1955年)
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原子力の研究、開発および利用は平和に限る

基本方針は
「公開」「自主」
「民主」の三原
則で保障され
るhttp://www.fepc.or.jp/future/nuclear/houritsu/kihonhou/

セシウム汚染土壌マップ発表 文科省、
原発100キロ圏内

• 6/29

• 東京電力福島第一原発から半径１００キロ
圏内の土壌の汚染度を調べた初の地図を、
公表した。

• 全国の大学や専門機関が約2200カ所の土を
採取し、事故から３カ月後の放射性セシウ
ムの濃度を調べた。

• 除染や避難区域の見直しなどの基礎資料と
する。
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http://www.asahi.com/special/10005/TKY201108290502.html
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文科省の調査

• 延べ１２９機関、７８０人が協力した。
• 汚染度が高い地域は、原発から北西方向の半径40キロ
圏内に集中。最も高い大熊町の１地点では、Csの合計
値は１m2当り約３千万ベクレルに上った。

• チェルノブイリ原発事故
• ５５万５千ベクレルを超えた地域は「強制移住」の対象と
なった。

• 今回の調査ではこの値を超えた場所は約８
％に上った。

• 多くは警戒区域や計画的避難区域などに指定されてい
る地域だが、福島市や本宮市、郡山市などの一部でも
超えていた。
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6/29 完了
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大阪大学原子核物理学研究セン
ター(RCNP) 谷畑勇夫教授のメモ

セシウム137の土壌汚染地図

• 6/14時点の、半減期が
２年のセシウム134と、
30年の137の値を測定

• 80キロ圏内は２キロ四
方、80～100キロ圏内
は10キロ四方に１カ所

の割合で、それぞれ５
地点で深さ５センチの
土を採取

• チェルノブイリでは、事
故3年後に汚染地図が
完成

図
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報道発表の図

チェルノブイリ原発事故
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• 1986年４月26日ウクライナにあるチェル
ノブイリ原発４号炉が大爆発

• 汚染地域の面積は、被災３国だけでも日本
の面積の４０％にも相当
– （ｾｼｳﾑ137Csで１キュリー/平方Km以上の汚染）

http://www4.ocn.ne.jp/~hope/tyerunobuirigennpatujiko.htm
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チェルノブイリと福島の土壌汚染分布図

福島第1

4/29現在

引用：
http://www4.ocn.ne.jp/~hope
/index.htm
チェルノブイリ被爆者救援関西


